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6 —1 ヒータ沒ベンチレーシヨン

國概要

エアミックス方式のヒータユニット，多種類の吹出口等の設定により，大容量の風量を確保して，暖房，エアコ 

ン，ベンチレーシヨン，デフロスタ性能等快適な空調が得られるシステムとした。

，フロントヒータの温度コントロールは，エアミックスシャッタ方式を採用し，温調性能の向上を図った。 

，ヒータコアはアルミ製を採用し，ファン性能を向上させる等，基本性能の向上を図った。

^外気導入口をフロントバンパ左側裏に設けて，へッドランプ廻りの外観向上および雪づまり等による風量低下 

を防止した。

#インストルメントパネルからの吹出しは，4方吹出しによる最適温度の分布が充分得られるレイアウトとした 

(トラックは中央2方吹出，バンは中央と運転席の3方吹出）

，リヤヒータの吹出口を後席下より，後席左側前方の足元へ設置し，配風性向上を図った。（トライ系）

暑ウルトラヒータがメーカ0？で装着される。（トライ只<1系）

，ヒータコンドロールはインストルメントパネルの中央部に集中化すると共にコントロールレバーのノブを大型 

化して操作性を向上させた。

-ブロアスイッチをレバー式（3段階切り替え）とした。

センタデフロスタ センタデフロスタ

サイドデフロスタ
サイドデフロスタ

サイドベンチ
レーンヨン

サイドベンチ 
レ—ション

ロア（足元吹出口）

ド1氐1 56-70！

く仕様〉

ヒータ 暖房方式
暖房性能

"〇袖）

ブロア消費電力

㈤
最大風量 ブロア型式 ヒータコア寸法

フアン寸法 

1¢)
車種

フロントヒータ
温水式エアミックス

2,400 140 140

円筒モータ

151X140X35 120 卜^^寒冷地

2,400 140 150 151X140X25 120 ^温暖地|

2,300 110 140 151X140X25 120 トラック1

1リヤヒータ
1，700 40 96 フ。リントモータ 124X120X30 95 トラィ|
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ヒータるベンチレーシヨンー構造.作動

国構造，作動

空調通路

内気こ^

内外気七刀替えシャツタ

インテークダクト

ブロアファンモータ

1！1

ズ、エバポ

インテークシヤツタボックス

ヒータコア

ベントシヤッタ

〇センタベン

エアミックスシャツタ

足元 デフロアシャツタ

56-081

ド也3 56-082

切替えレバー 位 置 作 動

内外気切替えレバー 内気（01只(：）と外気(ド只瓦39)を替える

温度コントロールレバー
1：-------- ^20-8^0001

0001 80了

暖気と冷気の混合割り合ぃを変化させ，90丁〜000まで連続的に温度調 
整ができる。

||

モード切替えレバー

フロントデフロスタ，サイドデフロスタより吹き出し，ウインドウの曇り
を除去する。
フロントデフロスタ，サイドデフロスタより吹き出し，ウインドウの曇り
を除去しながら足元吹き出し口より吹き出す。

、パ. 足元吹き出し口より吹き出す。デフロスタからも若干吹き出す。

足元吹き出し口，サイドグリル，センタグリルより吹き出す。温度コント 
ロールレバーの調整で頭寒足熱が可能である。

センタグリル，サイドグリルより吹き出る。
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ヒータ妆ベンチレーシヨンー構造.作動

ヒータコントロール

八/〇スイッチ、

温調レバー 内外気切換レバー.

「12.4

欲

て一トレ^ノく一 ファンスイッチ
56-005

ヒータシャツタの作動

V

尺

日/し

し〇…E只

ドは. 5

く注意〉

ヒータコアが横置きのエアミックス方式である 0

〇它ド/し〇…ど只

ヒータコア

暖気

〇冷気

56-083

匕〇界丑尺時でも，窓の曇り防止のため，必要風量を〇已ドへも配風している 〇
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ヒータ投ベンチレーシヨンー構造.作動

1 〆1レヨ ノ —国，1一" -…一丨丨圓 …， …. ——

拳フレツシュエアは，フロアバンパ左側奥に設けた導入口より，インテークシャツタボツクス内へ導入し，空調 

システムを通り，インストルメントパネルのベンチグリルより室内に吹出している。

^停車中にもファンにより新鮮な外気を室内に導入できる強制ベンチレーションを採用している-

インテークシヤッタボックス

，運転席ひざ元に走行中新鮮な外気が入る自然ベンチレーションを採用した。（トライ全車)

シャツタ閉

へッドランフ

グロ メッ 

へッドランプカバ.

厂ぼ. 7 57-097 円も8
56-086

249



ヒータ压ベンチレーショレー構造.作動

フロントヒータユニット

概要〉
#フロントヒータのヒータコアをサイズアップし，暖房，ァ'フロスト性成向上を図つた。

#材質を銅コアよりアルミ製とし，更にタンクを真鍮から樹脂タンクとして軽量化を図つた

ドは. 9

く構成部品〉

ド也10

デフ、ロアシャツタレバー

サイドリング

ヒータコアム33丫
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ヒータ汝ベンチレーシヨンー構造.作動

リヤヒータユ

トライ全車にリャヒータを採用した。

荷役性と居住性を損うことなく，後席暖房を向上させるために，後席左側前方の足元へ収め，操作はコンソール 

ボックス内のリヤヒータ用のブロアスイッチで行う

く構成部品
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ヒータ8¢ベンチレーションー構造’作動

ダクト系

アッパ吹き出しとデフロスタダクトはインストルメントパネル裏側に取付けられ，空気流路は通気抵抗の少ない 

構造となっている。

サイドベンチレーシヨン（両側）

円象14 56-090
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6 — 2 マニアルエアコン

圓概要

エアコンディショナはセミ，エアミックス方式を採用し，冷暖房時の性能を向上させると共に可変レジスタの採 

用により省燃費，省動力性能の向上も図っている。エアコンシステムはデーゼル機器製とカルソニック製を採用 

し市場〇ド装着である。

く特徴〉
-コンブレッサは，高性能軽量で実績のあるべーンロータリ型を採用し，エンジン負荷を低減，省燃費，省動力 

化を図っている。

-ベント吹出し口を4個所に設定し，大風量化と共に乗員への風量分布が充分できるようにした。

-モード（吹出口）の切り替えは視認性のよい，レバー式を採用した。

-夏期冷房時にはエバポレータからの冷風をブロアモータにより直接センタベント，サイドベント吹出し口より 

配風し，急速クールダウン性能向上を図っている。また春，秋，冬期にはヒータコアでリヒートされた除湿温 

風をロアーおよびデフロスタ吹出し口より送る構造となっている。

くエアコンシステム全体透視図〉

インテークボックス
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マニアルエアコンー仕様

圓仕様籲

メーカ

項目 〜、、〜、
デーゼル機器(株)製

^ %

カルソニック（株）製 備 考

エアコン 型式 セミ，エアミックス セミ，エアミックス

冷房性能
冷房能力（」丨5)(阪丨作） 3，100 3,050

風 量（⑴ソト） 300 300

冷 媒（封入量2) フロン尺一12 (500土50) フロン II 一12 (550 土 50)

コンブレッサ

型 式 ベーンロータリ型（5枚べーン） ベーンロータリ型（5枚べーン） チーゼル機器製

0^-110

カルソニック製

。只-10

谷 量（ば/ソ6ソ） 110 96

許容回転数 （「叩） 7,000 7,000

潤 滑 油（封入量⑺） 0 - 220^ (170) 1)只一150〇又(150)

マグネット

クラッチ

型 式 乾式単板 乾式単板

消費電力 （西） 44以下 36以下

プーリ有効径 （⑺⑺） 0135 0138

プー リ比 

(クランクプーリ径）

X八車 0.69 ( ¢93) 0.67 (¢93)

5 0車 0.73 ( ¢6 99) 0.72 (¢99)

適合べルト
口八車 Vリブド4山(0895 ) Vリブド4山（000)

3〇車 Vリブド4山（¢940) Vリブド4山（於940)

コンデンサ

型 ，式 マルチフロー マルチフロー

フ

ァ

ン

型 式 電動式軸流ファン 電動式軸流ファン

フアンタト径 （⑺⑺） 0340 ( 5枚羽根) 0320 ( 5枚羽根)

消費電力 （诃） 120 120

エノくポレータ

型 式 ラミネート フミネート

膨張 弁 型式 内部均圧式 外部均圧式

温度制御方式 サーミスタ（空気感熱式） サーミスタ（フィン感熱式）

レシーバドライヤ 容 量 （⑺） 250 250 乾燥剤入り

制御装置

アイドルアップ装置 卩 I 01) 孖 I 01)

八/。。!! 01^ 時

アイドル回転’

数

NA:1，050口) 111

30： 950^111

高低圧圧カスイッチ（咕/咖） 羅22船卜…ッサ。砰 トパレッサ

加速カット

制 御

似車

バン么 
トラック アクセルスイッチ アクセルスイッチ

トライ4
赤帽 アクセルスイッチ十車速スイッチ アクセルスイッチ十車速スイッチ

5 0車(全車） 五仰卜£€0制御 已河？1一 丑01；制御

コンブレッサ保護センサ 160。(:時コンブレッサ〇卩ド 160。〇時コンプレッサ〇尸卩
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マニアルエアコンーエアコルシステム，エアフローシステム

エアコンシステム

冷凍サイクル

—公—
クーリング
ユニット 低温

、低圧ガス

低圧低温霧^! 
、状の冷媒ノ

エキスパンシ彐ン 

バルブ（膨張弁)<
[— レシーバ一

，古『，人よ分 >5%"系\
ドライヤ

コンデンサ

局温局压' 
冷媒ガス

みエキスバン 

シヨンバルブへノ

高圧冷媒液4 
高圧冷媒ガス

高圧冷媒液み 
高圧冷媒ガス

闩2. 2

国エアフローシステム

56-003

エバポレータで冷却された冷風はブロアモータによって，センタベント，サイドベントから送風され，夏期の冷 

房を行い，春，秋，冬は，ヒータコアでリヒートされた除湿温風がロアーおよびデフロスタ吹出口より送する構 

造となっている。
^23 ^11 
<=1冷風

サイドグリル:,;,^. 
(ルーバを動かし， 
^11向を調節する

センタグリル
0レーバを動かし,風向を調節する)

ブロアフアン

サイドデフロスタ

サイドグリル 
リレーバを動かし， 
、風向を調節する

フロントデ:7 ロスタ

サイドデフロスタ

内気又は夕も気
エノ \ホレ—今

デフロスタ 
サイドデフロスタ

ニックス 
シャツタ

ロア(足元吹き出し) ロア(足元吹き出し)

円2.3 56-004

リヒートエアミックス方式は，エバ 

ポレータを通過しヒータコアを通る 

エアと通らないエアの量を調整して 

両方のエアをミックスさせ温度コン 

トロールを行う
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マニアルエアコンーコントロールパネル

國構造.作動（1)コントロールパネル

温度コントロールレバー 内外気切替えレバ.

八/〇スイッチ

吹き出し口切替えレバー
フロアスイッチ

F\&A 56-005

吹き出し切替えレバー

吹き出し口を選択するレ八一でベントシャック，デフ 

ロアシャッタの開閉をコントロールし，吹き出し口を 
切り替える。

丁 8し/し ド〇〇丁
#

〇巳厂ル00丁

'み.

温度コントロールレバー

吹出風温度を任意に設定するレバーでヒータのエアミ 

ツクスシャツタの開閉とエアコンの温度コントロール 

を行う。（またウォ’ータコックの開閉も行っている） 000し ㈠〇丁

内外気切替えレバー
エア吸い込み口を任意に切り替えるレバーでインテー 

クシャッタボックスをコントロールし，内気循環また 

は外気導入に切り替える。（通常は外気導入で使用）

^^7 内気循環

外気導入

广ロアスイッチ

吹き出し風量を停止から弱風，中風，強風の3段階に 

任意に調整する。

0 1 5 3

停止 弱風 中風 強風

八/〇スイッチ

ブロアスイッチが1〜3の時，八/〇スイッチを押すと， 
エアコンが作動し，スイッチのランプが点灯する。ま 

た，再度八/〇：スイッチを押すとエアコンが停止しスイ 

ッチのランプが消灯する。 円2. 5

Vい心

56-006
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マニアルエアコンーコンブレッサ（ヂーゼル機器製)

(2— 1)コンブレッサ（デーゼル機器製）

----------構造--------------------------------------------------------------------------------------- ------------------------------------------------------

ベーンロータリ型コンプレッサはシャフトに組み付けられたロータにベーン（ 5枚）が楕円形状をなしたシリンダ 

の中を回転することにより，ベーンが遠心力で飛びだしてロータとシリンダで囲まれた容積を変化させ，1回転 

あたり10回の吸入，圧縮，吐出を行う。

バルブはディスチャージ側のみ使用し，バルブはロール型バルブを採用している。

シャフトとフロントヘッドにはシャフトシールが組み込まれており，コンブレッサ内の気密を保っている。また 

フロントへッド内にトリガバルブがありべーンに背圧をかけている。

コンブレッサオイルはシリンダ内に規定量封入され，冷媒の吐出圧力により各部へ給油している。

闩も6 56-007
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マニアルエアコンーコンブレッサ

作動

シャフトが回転し，ロータ，ベーン，シリンダ，サイドブロックで囲まれた部分の容積変化により，吸入，圧縮 

吐出をイ亍う。

⑴吸入
コンプレッサの回転により，エバ'ポレータから出た低圧ガス状冷媒はリヤへッドのサクション側からチェックバル 

ブを通り，リャへッドの内の低圧室に入る。ガス状冷媒はリヤサイドブロックに2個所ある吸入ポートからべ 

ーンの回転によってシリンダ内に吸入され，シリンダ室内の気密はコンブレッサオイルによって保たれている,
冷媒リヤサイド口一夕

ドライブシャフト

チエツクバルブ

リセへツ

低圧室

ベーン
「12.7 

⑵圧縮
吸入が終わると回転にともない，シリンダ室の容積は小さくなり圧縮が始まる

冷媒(圧縮）

56-008

ドライブシャフト

「12.8 56-009

⑶吐出
シリンダ室内の冷媒圧力が高圧側の压力以上になるとロールバルブが開きフロントサイドブロックに併設され 

たハ。イプ部を通過しフロントへッド内の高圧室に吐出される。

高圧室のガス状冷媒はバッフルを利用し，ガス状冷媒に含まれたコンブレッサオイルを分離し，高圧配管へ送

り出す。
冷媒（高圧)

フロントへッ 冷媒（吐出)

^2.9
高圧室 パイプ

口ールノくルフ 
フロントサイドブロック 56-010
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マニアルエアコンーコンブレッサ

作動

トリガバルブ機構〉
この機構はコンプレッサ起動時にベーンの背压を適正に保ちべ一'ンの飛び出しを容易にする。

トリガバルブがサイドブロックに組み込まれ，尺一溝と呼ばれる溝がサイドブロックロータ面にもうけてある。 

トリカ'バルブはボールとスプリングの組み合せでベーンのチャタリングが発生しやすい起動時および高低圧の差 

压の小さい時にスプリングカにより開弁し，ベーンの背圧を補い，スムーズな運転を可能にする。

フロントへツドチェックボールスプリ、メガ

ド-溝

讀

1，；二，
ド--一-ふ

釀
「12.10

(1)コンブレッサの始動時および低負荷時

『鐘!
56-011

コンブレッサが始動したとき，また低負荷（高圧側圧力が低い）のとき，スプリングカにより，トリガバルブは 

開弁している。 -

ベ—ンの背面には，高圧室の圧力がかかり，ベーンのチャタリングを防止する。

トリガバルブ(開) ベーン

冷媒圧は同じ

ロータ

56-012

(2)コンブレッサ定常運転時

コンブレッサの高圧室圧力が高くなると，スプリングカに打ち勝ち，圧力差によってトリガバルブは閉弁する。 

ベーンの背面には，サイドブロックのオイルポート圧力がかかり，適正な圧力に保たれる。

トリガバルブ(閉）ベーン

高圧室

F\^\2 ロータ 56-013

259



マニアルエアコンーコンブレッサ

作動

チェックバルブ〉
リヤへッドの吸入側にプレートとスプリングが取り付けられている。

コンブレッサが停止した直後，高圧側圧力と低圧側圧力の差が大きい場合，サクションバルブがないため，コン 
プレッサが逆回転し，ェバポレータへ逆流する可能性がある。

そこで，逆流を防止するためにチヱックバルブを設けてコンプレッサ停止した直後の高圧冷媒がチヱックバルブ 
を押し上げ吸入側配管の通路を閉じ，高圧側から低圧側への逆流を防止する。

円2.13 \チヱックバルブ 56-014

差圧循環方式のオイル潤滑〉
各部に入っているオイルは，高圧室の圧力によりフロントサイドブロック下部からオイル通路に沿って押し上げ 
られロータフロント端面の潤滑を行う。またシリンダ下部のオイルポートを通ったオイルほロータのリア端面の

潤滑を行い，各ロータ端面の潤滑を終えたオイルはコンブレッサ内部の圧力によって低圧側に戻る。
次にエバポレータから戻ってきたガス状冷媒に含まれているオイルは，低圧室を通り，リャべアリングを潤滑す 

る。さらにドフイフシャフトには導入孔があり，オイルはこの孔を通ってフロントベアリングとシャフトシール 
を潤滑し，シリンダの吸入部へ戻る。
シリンダ内の吸入部圧力は低圧圧力より若干低いため，各部の潤滑を行った後，オイルは吸入室に戻される。

フロントべァリングベーン------ リヤへァリノク

ンヤノトン ーノレ

低圧室
ロータ 

オイルポート
56-015^2.14

く温度センサ〉 高圧室
温度センサはフロントへッドに取り付けられていて，コンブレッサが冷媒不足などで異常高温になったとき，コ 
ンプレッサの保護をするため，マグネットクラッチを切りコンプレッサを停止させる。また，コンプレッサ内温 

度が下がると復帰しコンブレツサを作動させる。

160。〇

135 X

「吆15 56-016
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マニアルエアコンーコンブレッサ

マグネットクラッチ

エンジンが回転している時に必要に応じてコンブレツサを停止させたり，駆動させたりする装置である 〇

構造，作動〉
マグネットクラッチのドライブプレートはコンブレッサのドライブシャフトにはめ込まれており，コンブレッサ 

を駆動させないときは，プーリだけ回転する。コンプレッサを駆動させるときは，フィールドコイルに埋め込ま 

れたコイルに電流が流れて，フィールドコイルが強力な電磁石となりドライブプレートを強く吸着するのでプー 

リと共にコンブレツサが回転する。

プーリアセンブリ ドライブプレート

ド12.16

く構成部品〉

電流

56-017

プーリアセンブリ

ドライブプレート

フイールドコイル

スナップリング

厂12.17 56-018

261



マニアルエアコン——コンブレッサ（カルソニック製)

( 2 — 2)コンプレツサ (カルソニック製)

構造

ベーンロータリ型コンブレッサは楕円型シリンダの中心軸のまわりを回転しベーンはその先端をシリンダの内壁 

に接触させた状態で，ロータの溝内を上下する。ベーンは，それぞれロータのまわり等間隔に位置し，シリンダ 

の両側は，それぞれサイドブロックでシールされている。隣り合わすベーン，2つのサイドブロック，ロータの 

外周，およびシリンダの内壁で，閉じられた空間はロータが回転するにつれて小さくなり，内部のガスを圧縮す 

る0べーン先端がシリンダの内壁を摺動し，サクションポートを通過した時，ベーンは，サクションポートを閉 

じる。圧縮行程は，この位置から始まる。このべーンの前方のガスが圧縮され，ディスチャージバルブを通って 

吐出される時，その次のベーンは，すでに吸入行程に入っている。このように，ガスの吸入と圧縮は，別々に行 

なわれるので，ディスチャージポートに残っている圧縮ガスが，サクションポートに戻ることはない。さらに吸 

入弁を必要としないため，吸入弁によって生じる損失もない。（またフロントへッドに低压チェックバルブ，リャ 

へッドに高圧トリガバルブがありべーン背面に圧力をかけている。）

サクシヨンポート デイスチャージバルフ

吐出ポート

吐出ポート

サクシヨンポート
低圧側

シャフトシール

デイスチャージバルブ

シリンダ

トリガバルブ

オイルセパレータ

ド12.18 56-019

高圧側

シャフト

リヤへツ

シリンタ フロントへツ

ド16.19 56-020
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マニアルエアコンーコンブレッサ

—作動---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- ---

真円のロータが％回転（180度）する間に吸い込み，圧縮，吐出行程が1サイクル行なわれる。 

ロータが1回転（360度）すると，各べーンが2サイクルずつ，トータルで10サイクルが^1なわれる

⑴吸入

コンプレツサの回転につれてエバポレータを出た冷媒ガスは，コンブレツサの低圧室に入り，シリンダに設け 

られているサクションポートからベーンの回転につれて吸入される。

ドぼサクシヨンポート 56-021

⑵圧 縮
吸入が終わり，各べーンで密閉されたシリンダ室内の冷媒ガスは，ベーンの回転につれて圧縮される。 

また，この際べーン先端とシリンダ内面の気密は，潤滑油によって保たれている。

厂12.21

⑶吐 出
56-022

圧縮が続きシリンダ室内の圧力が上昇し，その压力が高圧室の压力より高くなると，冷媒ガスが吐出される。 

なお，シリンダ室の圧力が高圧室より低い場合でも，高圧室側の圧力で吐出弁が押しつけられて閉じてぃるた

め，冷媒ガスがシリンダ室に逆流することはない。

ド12.22 36-023

コンプレツサは上記のサイクルを繰り返し，ロータ1回転につきシリンダ内のベーンで仕切られた5つの部屋 

が，吸入.圧縮.吐出を各2回行う。
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マニアルエアコンーコンブレッサ

作動

くトリガ/《ルブ機構〉
コンプレツサ起動時のベーンの飛び出しをあらゆる条件でスムーズに行ないこの時のベーンとシリンダとの打撃 

音を防止するために〇只一10は，低圧側チョツクバルブと高圧側トリガバルブを組み合わせた機構を採用している 

低圧側チェックバルブは真夏の長時間放置のような，吸入側圧力が，吐出側圧力よりわずかに高い時の起動時，

低圧側ガスをチェックバルブよりべーン背面に導入し，ベーンを飛び出させる。

高圧側トリガバルブ

高圧側

低圧チエックバルブ 低圧側 ベーン低圧側チェックバルブ

「1.6.23 —，てスプリング/バ ーノレ
ベ-ン

56-024

コンプレッサが圧縮を開始するとベーン背圧によりチヱックバルブは閉止する。

高圧側トリガバルブは，バランス圧，または吐出側圧力がわずかに高い時，起動後，ただちに高圧側圧力をベー 

ン背面に導入しベーンを飛び出させる。

コンブレッサが正常に圧繃を開始し，吐出圧力が上昇するとトリガバルブは閉止する。

(1) コンブレッサ停止
スプリングによってバルブは開いたままの状態となり，コンブレッサ内の圧力は一定になる

(2) コンブレッサ起動時

コンブレッサが回転を始めると高圧側トリガバルブは，開状態となり，高压側圧力を直接べ 

ることによりべーンを飛び出させる。 トリガバルブ

バルブが開いて高 
圧側を直接バルブ 
の背面に供給

4バルブ背面へ

ンの背面にかけ

闩艮25 56，101

(3)コンブレッサ定常作動時
高圧側の圧力が上ってゆきスプリングの力に打ち勝つと，バルブは閉じ，遠心力によりべーンを押し出す 〇

高圧ガス（圧力犬)

ボーノレ

トリガバルブ 
バルブが閉じる

スプリング

ベーンは，遠心力 
によりシリンダへ 
押しつけられる

「12.26 56-102
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マニアルエアコンーコンブレッサ

作動

コンブレッサ保護センサ〉
コンブレッサ保護センサはコンプレッサのケースに取 

り付けられガス温度が上昇したり潤滑不良になってヶ 

ース表面温度が異常高温になるとコンブレッサを〇ドド

する。

またコンブレッサケースの表面温度が下ると再び復帰

くオイル潤滑〉
圧縮後吐出された冷媒とオイルは，オイルセパレータ 

(衝動板）にぶつかり，その際オイルは衝撃により分離 

され下部オイル溜めに導かれる。

トリガバルブ チエツクバルブ

する
低圧側

0

接点
0” リング

高圧側

ケース

コンプレッサ

ドセ.28 56-027

過少冷媒による温度上昇

ド12.27 56-026

155±5で（〇⑷

140で（〇卩ド)

作動特性
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マニアルエアコンーコンブレッサ

マグネットクラッチ

構造，作動〉
下図は，マクネットコイルに電流を流していない状態でプーリは，Vベルトにより空転している

ド冶.29 56-028

下図は，エアコンを作動させた時でマグネットコイルは，通電により電磁石となり，クラッチ板をプーリに吸着 

する。これによりプーリの回転はクラッチ板からプレート，スプリング，回転フレームを介してコンブレッサシ 

ャフトに伝達される。エアコンを停止するとマグネットコイルの電磁作用がなくなるので，クラッチ板はプレー 

卜，スプリングにより元に戻り，駆動力の伝達はプーリとクラッチ板の間で断たれる。

「丨も30

く構成部品〉

56-028

闩2.31 スナップリング 56-029

266



マニァルエアコンークーリングユニット（デーゼル機器製)

(3 ~1)クーリングユニット（デーゼル機器製）

構造，機能
車室内の空気から熱を奪い，室内を冷やす働きを行うクーリングュニットはエバポレータ（蒸発器）とエキスパン 

ションバルブ，サーミスタなどで構成されている。

サーミスタ

81

エノくポレータ

ド12.32
エキスパンシヨンバルブ

56-031

エバポレータ〉
エキスパンションバルブで低温.低圧にされた霧状冷媒は，エバポレータ内で蒸発することによりエバポレータ 

が低温状態となる。暖かい空気はブロアファンによってクーリンクフインを通過することにより冷却され，至内

を冷房する。

^6.33

冷たい空気

暖かい空気

冷媒入口

！哪

11111 
1111

クーリングフィン

冷媒出口
56-032
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マニアルエアコンークーリングユニット

エキスパンシヨンバルブ〉
レシーバドライヤから送られた高温高圧液冷媒を，絞り弁により霧化させる作用と，絞り弁開度の調整を行う 
これにより，冷媒がエバポレータ内にて最適な熱交換が行われるよう制御する装置である。

構造〉
エキスパンシヨンバルブは，感温筒，ダイヤフラム，ボール弁，ボールシート，スプリング，アジャストスクリ 
ュで構成されている。

感温筒はエバポレータ出ロパイプに接触して取付けられていて，感知した温度に相当する圧力がダイヤフラム上 
部室にかかる。内部均圧孔は冷媒の圧力変化をダイヤフラム下部室に伝達する。ボール弁はダイヤフラムと連動 

しており，その開度はダイヤフラムに作用する力とスプリングの押す力によって変化する。

キヤビラリチューブ 上部室

感温筒

ダイヤフラム

ホール弁.
内部均圧孔

冷媒出口（慨霧状冷媒)

, - ホーノレシーート
ド丨落34 アジャストスクリユ 冷媒入口（高圧液冷煤）

く作動〉
エキスパンションバルブのダイヤフラムに作用する圧力は下記の卩1〜ド3がある 
？1:感温筒の压力 

？2 :冷媒の蒸発圧力 
？3 :スプリング圧力

56-033

〇

^2 + ^3
ダイヤフラム

エキスパンシヨンバルブはこれら卩1〜ド3の圧力により，過熱度（冷媒の蒸発温度とコンブレッサ入口側冷媒の温 
度差）を適正値に保つ働きをする。

(1) 安定時の制御
ダイヤフラム上部室に作用する圧力巧とダイヤフラム下部室に作用する圧力卩2十？3が平衡し，ボール弁の開度 
,を一定に制御する。
(2) 冷房負荷が増加した場合の制御

冷房負荷が増加して過熱度が高くなった場合，感温筒の温度は上昇し圧力が増加する。（ド1〉？2 土ド3)この結 

果，ダイヤフラムは下側方向に押されてボール弁はより開く方向に移動し，冷媒の流量は多くなり，過熱度が 
さらに大きくなるのを防止する。

(3) 冷房負荷が減少した場合の制御

冷房負荷が減少して過熱度が低くなった場合，感温筒の温度は下降し圧力が減少する。（れくこの結 
果，上記(2)とは逆にボール弁は上側方向に押されて冷媒の流量は少くなり，過熱度がさらに小さくなるのを防 

止する。 へ

エバポレータ

布せ籲费I雕I尊I籲蠢齡9 2 V 囉鲁謬|
\ソ福'II人リイ.^IVベ.:.

ド 12.35 高圧液冷媒

凝滅 感温筒
コンプレツサへ 

‘ ，（低圧ガス冷媒） 56-034
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マニアルエアコンークーリングユニット（カルソニック製)

〔3 — 2〕クーリングユニット（カルソニック製)

構造，機能

クーリングユニットは，エバポレータ，エクステンションバルブ，サーミスタなどから構成されている
〇

エバポレータ

ェクスパンシヨンバルブ

ド12.36

エバボレータ

56-034

エクスパンシヨンノくルフでホ父づれ低温，低圧になつた霧状冷媒はエバポレータ内に入リチユーブおよびフインを 

通してブロアで送られる車室内の熱を奪いながら通過することにより熱交換を行ない室内を冷房してゆく1

暖かい空気

冷媒入口

冷たい空気

クーリングフイ

冷媒出口

ド18.37 56-032

000

^
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マニアルエアコンークーリングユニット

エキスパンシヨンバルブ〉

構造〉
ェクスパンシヨンバルブは，感温筒，ダイヤフラム， 

外部均圧管及び本体からなり本体は，弁棒，ボール， 
スプリング等で構成されている。

く作動〉 外部均圧式

エクスパンションバルブは液体または気体を内蔵した感温筒圧力（ド〇とエバポレータ出口の圧力（？2)およびスプ 
リング（ド）の三つの力の作用によって弁開度を自動調節している。

〔感温筒内圧力 （卩〇............ダイヤフラムを押し下げる（弁を開く）

エバポレータ出口の圧力（？2)........... ダイヤフラムを押し上げる（弁を閉じる）

〔スプリングカ げ）............ボールを押し上げる（弁を閉じる）

①コンブレッサ停止時

エバポレータの周囲の温度が一定のためエバポレー 

夕内の圧力と感温筒压力が等しいのでスプリングカ 

が強く

〇

の状態となりボールを押し上げて弁を閉じている 〇 感温筒の温度が高い時

闩も39 56-036

②感温筒の温度が低いとき（エバポレータの温度 

が低い時）

車室内温度が低いとエバボレータに加わる熱負荷も 

小さくなりエバポレータ出口の温度が低下し感温筒 

内圧力も下がり弁は閉じる方向に働き冷媒量を少な 

くなる。

ぐ3 ¢3

冷媒量少ない

^12.40
感温筒の温度力％い時

56-037

⑧感温筒の温度が高いとき（エバポレータ出口温度 

が高い時）

車室内温度が高くなるとエバポレータに加わる熱負 

荷が大きくなりエバポレータ出口の温度が上昇し感 

温筒内圧力も上がり弁は開く方向に働き冷媒量は多 

くなる。

厂12.41 コンブレッサ停止時 56-038
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〔4一 1〕コンデンサ（ヂーゼル機器製）
^3& 国 — -----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------画丨 I国

コンブレッサから送られてきた，高温，高圧のガス状冷媒を電動ファンで外気を強制的に吸い込み，ガス状冷媒 

を冷却し，液状冷媒に状態変化させる役目を行っている。

コンデンサは，チューブとフィンで構成され，高温のガス状冷媒がチューブを通過する際，フィンを通じて冷却 

している。

コンデンサは床下に装着されている。

^マニアルエアコンーコンデンサ（ヂーゼル機器製）

ドセ.43 56-039-2
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マニアルエアコンーコンデンサ（カルソニック製)

〔 4 ― 2〕コンデンサ（カルソニック製)
構造

コンプレッサから送られてきた，高温，高圧のガス状冷媒を電動ファンで強制的に冷却し，液状冷媒に変化させ 

る。

コンデンサは，チューブとフィンで構成され，高温のガス状冷媒がチューブを通過する際，電動ファンでフィン 

を通して，冷却される。

コンデンサは床下に装着されている。
電動フアンモータ

冷却

入口

(高温) 
ガス冷媒

V问肌）

ガス冷媒

出口
、他温) 

液冷媒

外気

コンデンサ
エアガイド

ド12.44 56-040 F\&A5 56-041
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マニアルエアコンーレシーバドライヤ，圧カスイツチ（ヂーゼル機器製)

〔5—1〕レシーバドライヤ（ヂ-ゼル機器製）〔6—1〕圧カスイッチ（ヂーゼル機器製)
構造，機能

レシーバドライヤは次の機能をもっている。

-冷媒循環量は冷凍サイクルの条件により変化する 

がこの循環量の変化に即応して冷凍サイクルを円 

滑に作動させるために必要な量の冷媒を貯ておく 

^冷媒の中に含まれる水分をドライヤで異物をフィ 

ルタでそれぞれ除去する。

參なんらかのトラブルにより冷凍サイクル内が異常 

高圧.高温（105で以上）になるとフュージブルプ 

ラグ(可溶栓）が溶けて，冷媒を大気に放出する。

ぐ主意〉
このレシーバドライヤにはサイトグラスが削去され 

ている。

冷媒量のチヱックはクーリングュニット下側の高圧

パイプにサイトグラスがあり，そこで行う 〇

サイトグラス
5 6-042ド-丨6.46 'て:".

構造〉
アルミ製の本体にフィルタ，ドライヤ，パイプ，フ

ユ ージブルブラグで構成されている

圧カスイッチ

冷媒出口

パイプ

フュージブルプラグ 
冷媒入口 〆(可溶检)

ドライヤ（乾燥剤)

フイルタ

厂は.47 56-043

構造

圧カスイッチはレシーバドライヤ上部高圧ラインに 

取付けられていて，高圧ラインの異常圧力の時，圧 

カスイッチが0ド卩し，コンプレッサの運転を停止 

する。

低圧時（2.0は/⑽2以下）

冷媒の漏れによるガス無し運転の防止。

高压時( 27は/弧2以上）

サイクル保護。

鲁

ストツノ く ハウジング

プレスガイ

低圧デイスク

低圧ナカブタ

可動接点

XIII-7

「12.48

作動圧力

2.0

2.1 15

(低圧時)

シールフイル厶

ガイドへッ

高圧ディスク

咼圧ナカブタ

ガイドピン

ベース

56-044

27

(高圧時）
単位（ね/。が)
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マニアルエアコンー圧カスイッチ

作動

(1)非制御時（スイッチ接点0 IV！時）

冷媒圧力がハウジング内からシールフィルムに加わ 

ると，ストッパ，ガイドヘッド，高圧ディスク，高 

圧ナカブタから低圧ディスクに力が加わり，低圧ガ 

イドピンがフリーとなり可動接点が01^1する。

ガイドヘッド

ガイドピン

ド！も49 56-045

(2)低圧制御時(2.0化/抓以下の場合）

冷媒圧力が下がるとシールフィルムに加わっていた 

圧力がなくなり，ストッハ。，ガイドヘッド，高圧デ 

ィスク，高圧ナカブタから低圧ディスクにかかって 

いた力が減り，低圧ディスクが反転し，ガイドピン 

を押し下げ可動接点を0ドドする。

シールフイルム

ストッハ。

可動接点(〇「「)

ガイドヘッド

低圧ディスク 
(反転）

ガイドピン

(3)高圧制御時(27を/。が以上の場合）

冷媒圧力が異常に高くなるとシールフィルムからガ 

イドヘッド，プレスガイドに力が加わり，高圧デイ 

スクが反転し，ガイドピンを押し下げ可動接点を 

〇卩ドする。

「12.50 56-046

プレスガイド
冷赃力

シールフイル厶

可動接点(〇ドド)

ガイドヘッド

高圧ディスク 
(反転）

ガイドピン

56-047
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マニアルエアコンーレシーバドライヤ，圧入スイッチ（カルソニック製)

〔5 — 2〕レシーバドライヤ（カルソニック製）〔 6 — 2〕圧カスイッチ（カルソニック製)

構造，機能

構造〉
レシーバドライヤ本体はアルミ製で，内部にホルダ， 

フィルタ，チューブ，乾燥剤で構成されている。

圧カスイッチ

ド12.52 36-048

構造，作動

構造〉
圧カスイッチはレシーバドライヤ上部に装着され出 

口の圧力を感知して，冷媒の圧力が異常に上昇，あ 

るいは低下した時接点を〇卩卩にしエアコンサイク

ルをイ亭止させる 〇

圧カスイッチ

円2.53 56-049

く機能〉
レシーバドライヤは，コンデンサから送られてきた 

冷媒を一時たくわえ，常に液状の冷媒をエクスパン 

ションバルブを経てエバポレータへ送る。また，力' 

スと液を分離させると共に，ストレーナを通してサ 

イクル内のゴミを取り除き，乾燥剤により水分も取 

り除く 0

ダイヤフラム 可動接点 “5 丫 スプリング

㊉

㊀

接点2 : 〇问

闩；5斗 56-050

2.1+0.3
〇⑸

27 土 0.2

2,2 15

(低圧時) (高压時)

作動圧

低压制御時 0卩ド 2.1土(). 31^/0^以下

非制御時2.1〜271^/0^

高圧制御時 0ドド27^/細2以上
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マニアルエアコンー圧カスイッチ

作動

(1)非制御時（スイッチ接点〇⑸時）

規定内の冷媒圧力は，ダイヤフラムを変形させずに 

進み，スプリングの力に打ち勝ち，可動接点の接点

1，接点2を0Nさせ導通をさせる 〇

可動接点八33 丫

ダイヤフラム
スプリング

㊉

㊀

接点2 : 0^ 接点に

⑵低圧側作動

冷媒圧力が2.1^/咖以上の時は，冷媒圧力がスプリ 

ングの力に打ち勝つ，このとき，ダイヤフラムは， 

変形せず，可動接点人33丫が矢印の方向に移動する 

ため接点1が閉じ，01^状態となる。圧力が2.1—/ 

咖より低くなると，スプリングが圧力に打ち勝つた 

め接点1は開き，〇ドド状態となる。

ド18.55

ダイヤフラム可動接点/^5 丫
スプリング

㊉

㊀

接点2 : 〇ドド 接点に〇“

「；氐56

(3)高圧側作動

冷媒圧力が271^/咖2以上の時は，冷媒圧力がダイヤ

フラムを変形させる。これに伴ってピンが，移動し 

て接点2を開くため，0ド孖状態となる。また接点 

1は圧力が高いためロープレッシャ制御と同様に閉 

じている。

ダイヤフラム

接点2 : 〇ド厂

56-051

56-052

「12.57 56-053



マニアルエアコンー八/〇コントロールユニット（ヂーゼル機器製)

く八/〇コントロールユニット〉

コントロールユニットはクーリングユニットのサーミ 

スタ，レジスタ，マイクロスイッチ，アクセルスイッ 

チ車速等の信号を入力している。

この信号をコントロールユニットで判断し，コンプレ 

ツサ，コンデンサフアンの0N，01^尸制御をする。

くサーミスタ〉

サーミスタはクーリングュニットの吹出温度を検出し， 

吹出温度を抵抗値に変換してコ.ントロールユニットへ

送る 〇

3.5麵

八/〇コントロールユニッ

ド12.58 56-054

サーミスタ

〇1

02

10

15

0 5 10 15

温度で

くレジスタ〉

レジスタは温度コントロールレバーに連動され，レバ 

一を移動することにより抵抗値が変わり，その抵抗値

をコントロールユニットへ入力する。サーミスタの抵 

抗値と比較し，設定温度に近づくようにコンブレッサ 

の01^，0ドドを制御する。

15 30關

0001 側 ㈠〇セ 「！2。60

〔 7 ―1〕八/〇コントロールユニット（ヂーゼル機器製)
樓选癱你制

抵
抗
値

5

抵
抗
値
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マニアルエアコンー八/〇コントロールユニット

くリレー〉

メーンリレー（N0.1)，コンデンサフアンリレー（N0.2 )， 

コンプレツサリレー（N0.3 )のノーマルオープンリレー 

が使用されている。

リレーは3つとも同一である。

〇 〇

コンブレッサ 
リレー

メーンリレー

コンデンサ 
フアンリレ

ド；ふ61 56-058

八/〇スイッチ〉

八/〇スイッチはブロアスイッチが1〜3の時八/〇スイッ 

チを押すとコンプレッサ，コンデンサファンが作動し 

スイッチ内のランプが点灯する。再度押すとコンブレ

サ，コンデンサファンが停止する
38

〇

0^0-

〇〇 3

^12.62 36-059
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マニアルエアコン——八/〇コントロールユニット（カルソニック製)

く八/〇コントロールユニット〉

コントロールユニットは，サーミスタレジスタ，モー

ドスイッチ，アクセルスイッチ，車速等からの入力信

号を，コントロールユニットで処理し，コンプレッサ. 

および，コンデンサファンの制御を行なう。
八/〇コン

くサーミスタ〉
サーミスタは，エバポレータの出口側フィン内に挿入 

されており，エバポレータのフィン表面温度を検出し 

抵抗値に変えコントロールへ入力する。

〈X八車二八/〇コントロールユニット制御）

(30車ニサーモスタットュニット制御）

40「

0 10 20
温度で

レジスタ〉

レジスタは，温度コントロールレバーに連動してお 

り，レバーを動かすことにより抵抗値が変化する可変

レジスタである 0

⑼丨〇

31^ 10丨5 ノ20 30(^

フル〇〇〇し "㈠〇丁

--------ストローク

トロ ールユニット

^2.63 36-060

「16.64 56-061

レジスタ

ド12.65 36-062

〔7 — 2〕八/〇コントロールユニット（カルソニック製)

〇 
〇
 

3 
2

抵
抗
値

〇
^

5抵
抗
値
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マニアルエアコンー八/〇コントロールユニット

リレー〉

メーンリレー(N0.1)，コンデンサリレー(N0.2 )，コン 

フレツサリレー（N0.3 )，のノーマルオープンリレーが 

使用されている。またリレーの（N0.1)，（N0.2 )，（N¢>.3 ) 

いずれも同一である。

「12.66

コンブレツサ：:^デンサ

リレー リレー

メー
リI--

くエアコンスイツチ〉

エアコンスイッチはブロアスイッチが，01^の時エア 

コンスイッチを押すと，コンプレッサ，コンデンサフ 

ァンが作動し，エアコンスイッチのインジケータラン 

プが点灯する。再度押すと消灯し，コンブレッサ，コ 

ンデンサファン，も停止する。

56-060

エアコンスイツチ〇问（⑸八車)

⑵

0

エアコンスイッチ
〇
¢1

丨(^時, (1)

〇 0〇〇 0

ブロアモーター

6

0

時

〇 〇
^0 0 0 ^

コンデンサーモーター

⑶

〇 〇
^〇〇〇^

時

〇 〇

時

厂

〇 〇

0「ド時

フアンスイッチ

V

——^

コンプレッサー

VI

卜
0「厂時

「100

ド15.67 し.」時 56-065
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マニアルエアコンー制御装置（デーゼル機器製)

国制御装置（ヂーゼル製） 
----------- ェアコン制御回路㈧八車)

(「00丁，〇ル，時⑽

ド12.6 8 56-066

エアコン制御回路（5 0車)

厂12.69 36-067
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マニアルエアコンー制御装置（カルソニック製)

国制御装置（カルソニック製） 

--------- ェアコン制御回路（八車)

㈣〇用

エアコン制御回路（5 0車)

㈣〇用

ド1忌.” （可変レジスタ）
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マニアルエアコンー制御装置

一一-アイドルアップ装置(ヂーゼル機器製)------------------------------------------------------------------------------------ ---------

く機能〉
アイドリング時や低速走行時の冷房能力向上およびエンスト防止のためエアコン作動時は自動的にアイドリン 

グ回転数を上げる装置である。

く作動〉
卩100はアクチュエータ，ソレノイドバルブ，これらをつなぐゴムホースで構成される。

エアコンが作動するとソレノイドバルブが通電し，インテークマニホールドの負圧をアクチュエータのダイヤフ 

ラムへ導き，アクチュエータのロッドがキャブレータのスロットルレバーを引きエンジン回転数を上げる。

く構成図〉

ソレノイドバルブ アクチユエータ

「丨2.73 ソレノイドバルブの構造 5卜〇7丨 アクチユエータの構造 56-072
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マニアルエアコンー制御装置

--------- アイドルアップ装置（カルソニック製)----------------------------------------------------------------------- -----------------------------------

く機能〉
アイドリング時や低速走行時の冷房能力向上およびエンスト防止のためエアコン作動時は自動的にアイドリン 

グ回転数を上げる装置である。

く作動〉
孖100はアクチユエータ，ソレノイドバルブ，これらをつなぐゴムホースで構成される。

エアコンが作動するとソレノイドバルブが通電し，インテークマニホールドの負圧をアクチユエータのダイヤフ 

ラムへ導き，アクチュエータのロッドがキャブレータのスロットルレバーを引きエンジン回転数を上げる。

く構成図〉

「12.7

ソレノイドバルブ

56-070

ダイヤフラム

負圧
エアコン〇卜

時
アクチユエー 

夕側の負圧を 
大気へ逃す。

〇ツ

スプリング フーツ

アクチュエータ（问八）

86-07！ 56-072
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マニアルエアコンー制御装置

——アイドルアップ装置（5 0車)-----------------------

〈機能〉
3 0車にはエンジン空気流量調整式のド100を設定し， 

エアコン作動時に自動的にアイドリング回転数を上げ 

る装置である。
XIII フ
袖5チ

エア入ロ エア出口

(ヂーゼル機器製）

く作動〉
卩1(：1)とエアバルブを結ぐエアホースとから構成され 

ている。

① エアコンが作動するとエアバルブが通電し，エアバ 

ルブを開き一定量の空気がエアホースを通り，エン 

ジンに送り込まれる。

② 压カセンサにより検出された信号がコントロールユ 

ニットに入力される。（空気流量増信号）

③ コントロールユニットに入力される各種信号を基に 

燃料噴射量を決定する。（燃料噴射量増）

④ 吸入空気量と燃料噴射量の増加によりエンジン回転

が上昇する。

(カルソニック製）
ド12.75 56-073

エアバルブ

2,76 56-074
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マニアルエアコンー制御装置

——加速カツト装置-------------------------------------------

く概要〉
コンプレツサの負荷による車両の加速性能の低下を防 

止するため，一時的にエアコン作動を停止させる装置 

である。

く構造〉
加速カツト裝置はアクセルペダルに設けたマイクロス 

イツチとエアコンコントロールユニツトから構成され 

る。 ‘

く注記〉トライ系はエアコンコントロールユニットに

車速信号が入力されている。

コモン（アース）

F\^7^

く作動〉
アクセル開度が80%以上の時，アクセルペダル部のマ

イクロスイッチが0 し，エアコンコントロールユニ

ット内のコンブレッサマグネットクラッチリレーの制 

御用トランジスタ丁。およびド100用の制御用卜

ランジスタ丁むが〇孖ドする。 電源回路
I--------------------- ------------------------------------- 1

く参考〉 3 0車は迟011(コントロールユニット）によりエアコンを制御している。
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